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号数 筆者 タイトル 記事の種類
14号 楠田　謙蔵（医師） 産後の出血 総論
15号 谷口　老亀子（産婆） 分娩時出血の一例 事例報告
17号 佐藤　金五郎（医師） 胎盤全癒着を体験して 事例報告
18号 藤崎　清太郎（医師） 産科的出血に食塩水応用の経験 処置方法の報告
20号 清水　伊勢（産婆） 後産娩出遅延に起因する大出血について 事例報告
21号 佐藤　金五郎（医師） 胎盤残留に起因する後出血の二例 事例報告





























































































































































号数 筆者 産後の出血の種類 年齢 初経産 出産月齢 生産／死産
15号 谷口　老亀子（産婆） 胎盤癒着 23歳 2回経産婦 10ヶ月 生産
17号 佐藤　金五郎（医師） 胎盤全癒着 32歳 3回経産婦 10ヶ月 生産
20号 清水　伊勢　（産婆） 胎盤が娩出するまでに50時間余り要す。 43歳 10回経産婦 記載なし 生産
21号 佐藤　金五郎（医師） 胎盤が娩出せず、大出血→死亡 23歳 記載なし 記載なし 生産
21号 佐藤　金五郎（医師） 流産後の胎盤遺残 38歳 7回経産婦 4ヶ月 死産（流産）






























































































































































































































141，323 – 354． 
緒方正清（1980）．日本産科学史．東京：科学書院．
小川景子（2016）．第 2部 明治から大正、昭和初期に
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